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  A.緒   論
 近年Vitamin,酵 素及びHormoneに 關する研究が非常に進歩 し≠こ結果此等三者の本質が
次第に關明さる 」に到つた.H.肌Eulerの 所謂Ergoneな るものは生盟細胞内に於いてCo-
Enzymeと して作用上酵素1こ最 も類似の關係にある.元 來Vitamin類 が生催内に於いて本來
の使命を完全に途行す る爲めには少 くとも各種のVitamin類 が量的に平衡を保たねばな らな
い事は容易に老へ らる 」所である.其 の一つの例 としてVitamin類 の或 る種類例へばVita-
min A及 びD,Vitamin A及 びB, Vitamin A及 びC叉 はVitamin D及 びB等 の間に
はantagonistic又 はsynergisticの 關係のある事が生物學的に實験せ られて居る.而 して生
膣の完全なる榮養的敷果を期する爲めには此等Vitamin類 の間に一定の雫衡が保た るLと 共
に叉他方に於いて多藪の榮養素類がそれ等斉自に於いて平衡を保つ と共にVitamin類 に封 し
て も亦それぞれ一定の平衡を保たねばならないであらう,斯 くの如 く老へる時は各榮養素の間
lD量的關係は甚だ複雑極 まるものとなるのであるが其の複雑限 りなき關係を明かにす る爲めに
は先づ軍一なる佃 々のFactor即 ち個 々の榮養素間の關係か ら出獲 しなければならない事は勿
論であるが從來此の種の研究領域は主として無機物質間相互の關係に限 られて居 るもの 」如 く
であつて比較的最近に到 りて Ergoneの 間の關係の研究が著 しく行はる エに到つたけれ ども
Vitamin CとBと の關係に就きての研究は飴 り見當 らない.の みならす從來Vitamin類 の
聞のantagonistic叉 はsynergisticの 研究は生物學的研究の域を脱 して居 ないと云つてよい
であ らう,從 つて其の相互的關係の本然の化學反鷹的様式に到つては殆んど知 られて居ない.
假令生物學的ではないとしても此の種の實験に供せ られたる3Vitamin類 製品は決 して化學的
純一なるもの とは構 し難い,故 に其の成績に就きては充分の考慮を以て臨まるべきであらう,
殊に之等Vitamin類 が極微量にて充分に作用し得る所の生艦接燭反鷹をなす ものとすれば街
更の事である,此 庭に於いて著者は結晶Ascorbin酸 の自己酸佑に樹 し之れに結晶Thiamin
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を作用せ しめ此の反庶に於いてThiaminが 如何なる影響をなすかに就 きて實験 し其の關係の
一端を明かに し得ナこか ら其の結果を報告する次第である.
  1L
  B.實 験成績及び其 の考察
 1.Ascorbin酸 の 自然酸化 に封 す るThiarninの 作 用.
    (卜)
 Ascorbin酸 溶液(05%)調 製.
    (一)
 Thiamin溶 液(0.1%)調 製.
 此等二溶液の調製 に當つ ては いつれ もS6rensen氏 燐酸緩衝液pH.5,28を 以 て溶媒 と した.
試験液 の組成 は第 一表 の通 のである.
             第  1 表
   Ascorbin酸 に封するThiaminの 作用を實験すべき試験液の組成.
           試 験 液
                   I        II       III
      項  目
     ㎞ 蝋 溶液・・%糠:、1 ・ 、1 、1
     肺 蠕 液・・%/叢一   捻  駕
     覆「蟹,'聯 衝 ・・48  38  8
      示慰           ;量二    cc.'  50             50             50
 上記 第一表の各試 験液 を24海1℃ の恒温審 中に静置 してAscorbin酸 の室氣 中に於 ける自
然酸 化に封 しThiaminが 如何 なる影響を及ぽすかを實験す る爲 めに一定 時間後 に於 いて各試
                             (1)
験液 中に残 存 するAscorbin酸 を定量 した.定 量方法 は総て第一報記載 の通 りで ある.但 し試
料 は10倍 稀繹液4ccを 用 ゐた其の成 績を第 二表並 び第 一圖に示 す.
                 第  2 表  I
   Ascorbin酸 の自然酸化に封するThiaminの 作用下に於けるAscorbin酸 量の攣化 1
   實験温度24。±1℃..PH;5.28(實 鹸の前後に於v・てPHは 璽化せ・ず)
     ∵ ∵ 一轡 竺一 1 ・II 皿
                  0  分  後
      滴 醜{■llii§lil
      礁 存 量mg.7.70 770 7.64
  (十) Bubeck&Dolder, Basel, Switzerland.
  (一) Ho鉦mann-La Roche Co.
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               1時 間20分 後
滴 定 叫 … 婁 繕 {欝
   残     存     =量二    mg.    7.04          7.04          7.04
                3 時 間 後
滴 定 曜 鑑 謙(ノ) i盤
   疫     存     量     mg.    6.43         7つ9          7.20
               6 時 間 後
滴r定 ㌦{1・i:;ii:il l:iii
   窺 存 量mg.5.28 6.76 6.87
              第  2 表 II
∵ ∵ 轡 ∵ 1、 ・ 皿
               24 時 間 後
滴 定 耀lii il患i:ii
   残 存 量mg.2、52 5.45 6ユ6
               第 一 歯
Ascorbin酸 の自然酸化に封 しThiaminの 作用下に於けるAscorbin酸 の量的愛化1  、
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 次 ぎに第 二表 の域績 を確む る爲 め更 に第三表の如 き試験液を調製 し實験 を反葎繰 返へ して見
た.但 し此の實験 に於 いて は比較の爲 めAscorbin酸 とGlutathioneの 混 合試験液 に就 きて
の實験(第 三報:2'及 び第 四報 呂)の場合の如 く SampleにFormaldehydeを加へ,こ れを1.5
時間27℃ の室温に静 置 した る後Ascorb{n醗 を定量 した.使 用 した る試験液の組成並び に成
績を第三表,第 四表及 び第 二圖に示 めす.
                   第  3 表
                 試 験 液 の 組 成
      ∵ 謹 ∴ ゼII肝IV
       ㎞欝 溶液 楓 島'、1、1、l
       Th嘲野 織1捻;1認
       艶躍 墓鱗 衝 ㏄48 38 23 8
         糸息       量       cc.   50      50       50       50
                   第  4 表
   Ascorbin酸 の自然酸化に封するThiaminの 作用下に於けるAscorbin酸 量の愛化
    (實験温度27。q試 料にH・CHO添 加, PH=5.28 PHは 實験の前後に於いて攣化なし)
    ∵ ∴ ∵ ご 1・ m 鐸
                   0 分  後    .
    滴 定 曙 羅 羅ll騰
    残 存 量mg.5.725946.71 6。82
                   2 時 間 後
    滴 定 臨 柵i■:}ii:{i
    淺 存 量mg.2.144.125.06 5.39
                   6 時 間 後
    滴 定 値_.{髭1:罷i:ii il蓑 lllii5
    幾   存   量    mg  O.00   3.85   4.84    5,00
                   24 時 間 後                    ㌧
    滴 凱{証}1§:i…i急
    廃   存  ズ量    mg   -   176   297    3.00
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                  第  二  圖
   Ascorbin酸 の自然酸化に於v・てThiamin作 用下に於けるAscorbin酸 の量的愛化. II
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 以上 二つの實験成績 か らして封照試験溶液1に 比較 してThiaminを 作 用 した る試験液 に於
いては明かにThiaminはAscorbin酸の 自然 酸化を保護 し得 る事が諒解 し得 られ る,而 も其
の保護作用の大 いさはAscorbin酸 に作用す るThiaminの 量 に比例 す る事省G1α 亡athioneの
それ と同様 なる事 も察知 し得 られ るのである.又ThiaminのAscorhin酸保護作用 もGluta-
thioneの それ の場合 と同様 に生禮酵素 の介在を要せす して反慮 は極 めて圓滑に進行 す る事 も
わかるの である.而 して第 二表 と第四表 との結果 を比較 す るにAscorbin酸 の定量値 は前者
に在 て大 である.そ の理 由は後者 は27.cの 室温 中に於 ける實験 で あると同時に試料 の操作 に
H・CHOを 用 ゐナこる事に依 りてAscorbin酸 の一少部分 が 酸化 され た 結果 であ る,然 らば
Ascorbin酸 保護作用の大 いさに就 きGlutathioneと Thiamin とに於 いて幾何の相違 があ
るか.                                      1
 之れ に就 きて實験す る爲 めに同一量 のAscorbin酸 に勤 し同一量 のGlutathioneと Thia-
minと を同時 に同一條件 の下 にて作用せ しめて見た,寳 験温度は240士1℃,實 験開始後四時間
に してAscorbin酸 を定量 した.其 の時の試験液 は第三表の それ と同一・に して唯 だGlutathi-
oneとThiaminと を交互に攣 へ九のであ る.其 の成績 を第五表及 び第三圖 に示 めす,(但 し
                   (團)
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使 用 した るSampleは10倍 稀繹液4ccで あ る)
           ぎ        第  5 表
    Ascorbin酸 に封するGiutathione並 びにThialninの 保護作用力の比較.
    實験温度240士10C. PH=5.28實 験開始後4時 間に於ける比較.
      ∵ ㌃ 轡 竺III III IVL            GIutathioneに 依る保護作用
     滴 定 監{誌 翻li■:ii ill
     残 存 量mg,1.077.978.258.52
               Thiaminに 依 る保護作用.
     滴 定 値_{髭lli麗 ζii§iジiil
     窺   存   量    mg.  1.⑪7   6.05   6.27   6.49
                  第   三   圖
    實験開始後四時間に於けるAscorbin酸 に封するGlutathione並 びにThiaminに 依る
    保護作用の相違
           
          輌
          糎
           
          軽
          嶺
            一→Glutathione又 はThiaminのMg.敷
 第五表及び第三圖の成 績に依れ ばAscorbin酸 に樹 す るGlutathione並 び にThiaminの
保護i作用力には明かに強弱があ る.邸 ち10mgのAscorbin酸に封 して種 々の量 のGlutat-
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hione叉 はThiaminを 作 用す る時此等各 よの0～10m経 を作 用す るな らば爾者の保護作 用は
其の各 の量 に比例 してGlutathioneの それ が大で ある.け れ ども10～40mg.'を 作用 す る時 は
保護作用の大 い さの差 は常に約2mg.のAscorbin酸に相 當 しThiaminの 保護作用の強 さは
Glutathioneの それ の約75%に 當 り爾者の保護作用 に依 る Ascorbin酸 の残存量 に封 す る曲
線 は殆ん ど並行的 となる.
 最近並川(4)氏 は正常 なる白鼠 の臓器組織 中の呼吸作 用並びに解糖作用 は Vitamin B、 及び
Vitamin Cの 併用投與の研究結果 より してVitamin B正 軍猫投與 の場 合 よりも遙 かに上昇
す ることを報告 して居 る,Ascorbin酸 がGlycolysisを 盛iな らしむ る事 は著者 が既 に第二報(2〕
に於いて報告 した る所 であつ て糖代謝叉 は組織呼吸 に關 してThiaminの 役 割 とAscorbin酸
の それ とは自 ら異 るのであ らうけれ ども,上 記生理作用上 昇の原因はThiaminと Ascorbin
酸 との併 用に依 りて一部分 はThialninの 糖 代謝 作用がAscorbin酸 に依 りて増大せ られた る
結果 であ ら うが文他方 に於 いて は本報告 の結果 より してAscorbin酸 はThiaminに 依 りて確
かに保護作用を受 け其 の爲 めにAscorbln酸 が白鼠のGlycolysisを 盛 な らしめた るに依 るも
の と解繹 し度 いので ある.                    .
 西澤氏(5)等 はVitamirl B鉄 乏飼 料で 白鼠 を試育 すれ ば各臓器のVitamin C含 有量 が著 し
く滅 少す る事 を實験 し此の事實 よりしてVitamin Bは 白鼠 の禮 内に於け るVitamin C合 成
機能 を促進す る作用を有す と結論 した.Ascorbね 酸 は動物艦 の組織並 びに各臓器に廣 く分布
し各 よの場所 に於 いて常 に腿 内の酸 化還元作用に關與 し其の結果Ascorbin酸 舗 豊に於いて も
亦酸 化還 元的攣移 を生 じ酸化型Ascorbin酸 は 少 くと もGlutathioneに 依 りて直 ちに還 元せ、
られ る事 に就 きては既 に 多籔の研 究成績 があ り又還元型Ascorbin酸 がThiaminに 依 りて相 ～
當永 く還 元型の ま 』にて保た る ・事 も上記の實験 成績の示 めす所 であ る,而 もGlutathiOne
並 にThiarninが 動物 膿の組織 及び各 臓器 中に分布 す る事 も亦既 に知 られた る事實で ある・然
る時はAscorbin酸 は組織 或1よ各臓器 中に於いて少 くと もGlutathione及 びTh1amin(其 他
種 々の物質)に 依 りて還 元型 の ま 」保護 せ られ て各所 に於 ける酸化還 元作 用 に封 し重要 な る生
理 的機能 を途 行 し得 る もの と考へ られ るのであ る.特 種動物の腿 内に行 は る 」所 のAscorbin
酸合成機構 に關 して は未だ 両ほ吾 々は之れを蘭明 し得 ないけれ ども其 の合成 には恐 ら くはHo- 、
romone類V1亡amln類並 びに酵素類 に依 る末憲合的 作用が必須 であ ら ラ, Vftamin召 の鉄乏
に依 りてAscorbin酸 の溝失す る事實 よ りして直 ちにVitamin BがAscorbin酸合成機能
を促進す る物質 な りとす るな らば或はVitamln BがAscorbin酸 に封 し保護作用 を有す る種
威D物 質の合成 に依 るの であるか も知れ ないこと 」もなる,著 者 はむ しろ本報 告の成績 よ りし
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て此の事實 に封 し少 くと も一蔀 分 はAscorbin酸 に封す るThiaminの 保護作用 に起因す る も
の と解 し度いのであ る.
  c.要   約
 以上記述 せ る所 を要約すれ ば
 1,Ascorbin酸 に封 しThiaminを 作用せ しむ る時はThiaminはGlutathioneと同様
にAscorbin酸 を保護 し自然酸fヒを防止す る作用 を有す.而 も此の作 用に樹 して生魁酵素 が介
在す る ことを要せす してその作用は極めて圓滑 に進 行す る-
 2・Ascorbin酸 に樹 す るThiaminの 保護 作用 をGlutathioneの それ に比較 す るに10mg
のAscorbin酸 に封 し10～40mgのThiaminを作用せ しむれば其 の保護作 用は同一條件下
に於 けるGlutathioneの それ に樹 し常 に75%に 當 る,10mg以 下 を作用せ しむ る時 は75%以
下の彊 さに於いて添加量 に比例 してGlutathioneの 方 が大 となる・
 終 りに臨み本研 究に就 きては恩師 京都 帝國大學教授農學博士近藤金助先生 の御懇篤 なる御指
導 と御鞭播 とに依 りて終始 す る事 を得叉本報 告 は先生の御校閲 を煩 は した もので ある.藪 に記
して先生に樹 し深甚 の感謝 の意 を明かにす る所以 であ る.
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